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学位授与事業：短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 当機構では、短期大学や高等専門学校を卒業、あるいは専門学校を修了するなど、すでに高等教育機

関において一定の学習を修めた者に対して、新しい学士への途を開いています。 

当機構の「学士の学位」を取得するためには、上記学校を卒業または修了するなど一定の学習を修め

た後、大学において科目等履修生制度を利用するなど必要な単位を修得し、「修得単位の審査」及び「学

修成果・試験の審査」を受ける必要があります。この二つの審査に合格すると、大学卒業者と同等以上

の学力を有すると認められ、「学士の学位」が授与されます。 

（※短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与（学士）について詳しく知りたい方

は、こちらをご覧ください。） 

 

学位授与申請は、毎年度２回（４月期と 10 月期）受け付けており、平成 27 年度４月期においては、

302 人の申請を受け付けました。平成 27 年度４月期は６月７日（日）に試験を全国２か所（東京・大

阪）で実施します。 

 

○平成 27 年度４月期申請における試験日程 

 

１ 試験日・試験場 

試 験 の 区 分 試 験 場 試 験 日 時 

小論文試験 

（学修成果として 

レポートを提出した者） 

東京地区 

独立行政法人 大学評価・学位授与機構小平本館

東京都小平市学園西町１－２９－１ 

平成 27 年６月７日（日） 

11 時 00 分～12 時 30 分 

大阪地区 

大阪大学 豊中キャンパス 法経講義棟 

大阪府豊中市待兼山町１－７ 

平成 27 年６月７日（日） 

11 時 00 分～12 時 30 分 

面接試験 

（専攻の区分「音楽」または 

「美術」でレポート以外の 

学修成果を提出した者） 

東京地区 

独立行政法人 大学評価・学位授与機構小平本館

東京都小平市学園西町１－２９－１ 

平成 27 年６月７日（日） 

面接試験時間は受験票で 

ご確認ください。 

 

 

２ 受験票などの送付 

  受験票は、受験者心得とともに試験日の 10 日前までに送付しています。平成 27 年度４月期に

おいては、５月 18 日（月）に送付しました。 

 

  [お問合せ先] 

独立行政法人大学評価・学位授与機構管理部学位審査課 

     〒187-8587 東京都小平市学園西町１－２９－１ 

     電話：０４２－３０７－１５５０（問合せ専用） 

     受付時間：9:00～12:00 13:00～17:00（土・日曜、祝日、年末年始を除く。） 

 

http://www.niad.ac.jp/n_gakui/tsumiage/index.html
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○平成 27 年度大学質保証フォーラム開催決定 

 

 平成 27 年度の大学質保証フォーラムについて、７月２７日（月）に一橋講堂で開催することが決定

しました。今回は「知の質保証—アカデミック・インテグリティの視点から—」をテーマに、国内外の

有識者による鼎談とパネルディスカッションという形式で行います。プログラムや参加申込方法の詳細

については、大学評価・学位授与機構ウェブサイトを通じてご案内します。 

 

 

 

 

 

海外の質保証機関等との連携 

 

○第６回日中韓質保証機関協議会及び第５回日中韓大学交流・連携推進会議に出席 

 

 平成 27 年４月９日（木）、中国教育部高等教育教学評価センター（HEEC）の主催により「日中韓

質保証機関協議会」の第６回会合が中国・上海で開催され、当機構からは野上機構長、岡本理事らをは

じめ６名、HEEC 及び韓国大学教育協議会（KCUE）から関係者が３名ずつ出席しました。会合では、

質保証に関する共同プロジェクト実施のために設置した３つのプロジェクトグループ（PG）の進捗状

況の報告とともに、今後の活動項目・課題等について協議がなされました。 

 

日中韓３国の質保証に関する相互理解促進をテーマとする PG１では、協議会ウェブサイトを通じた

モニタリングに係る情報発信を促進することが提案され、賛同を得ました。国際的な教育の質保証にお

ける連携をテーマとする PG２では、岡本理事によるキャンパス・アジアパイロット事業１次モニタリ

ングの報告の後、２次モニタリングの共同フレームワーク（原則、基準、共同モニタリング委員、スケ

ジュール）について協議・承認されました。人材交流をテーマとする PG３では、KCUE の主催で、「キ

ャンパス・アジア学長フォーラム」の実施を検討することが提案され、賛同を得ました。 

 

翌日は、中国教育部の主催により「第５回日中韓大学間交流・連携推進会議」が開催され、野上機構

長が日本側委員として出席しました。キャンパス・アジアパイロット事業１次モニタリング概要の報告

を行うとともに、２次モニタリングのための共同フレームワークやキャンパス・アジアの拡大方策につ

いて協議がなされました。 

 

大学質保証フォーラム開催案内掲載ページ： 

http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/uqaf2015.html (シンポジウム・セミナーweb ページ)
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

５月 

日 行事名 担当課 関連ページ

１５日 学位審査会（平成 2７年度第１回） 学位審査課 関連ページ 

 

６月 

日 行事名 担当課 関連ページ

3 日 法科大学院認証評価委員会（第１回） 評価支援課 関連ページ

5 日 大学機関別認証評価等に関する説明会（大阪） 評価支援課 関連ページ

5 日 平成 28 年度に実施する大学機関別認証評価等

に関する自己評価担当者等に対する研修会 

（大阪） 

評価支援課 関連ページ

７日 大学評価・学位授与機構試験 

（東京・大阪） 
学位審査課 関連ページ 

15 日 大学機関別認証評価に係る評価担当者に対する

研修 
評価支援課  

16 日 大学機関別認証評価に係る評価担当者に対する

研修 
評価支援課  

16 日 法科大学院認証評価に係る評価担当者に対する

研修 
評価支援課  

23 日 高等専門学校機関別認証評価に係る評価担当者

に対する研修 
評価支援課  

 

７月 

日 行事名 担当課 関連ページ

27 日 平成 27 年度大学質保証フォーラム 国際課 関連ページ 

 

 

http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/gakui/shinsa/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/houka/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/daigaku/1268251_833.html
http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/daigaku/1268251_833.html
http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/uqaf2015.html



